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学びの自律化・個別最適化WG
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２．学校空間の学習環境を再設計する

３．DXが進んだ「未来の教室」のアーキテクチャー素案
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１．内閣府CSTI（総合科学技術・イノベーション会議）「教育・人材育成WG」の発足

（座長：藤井輝夫東京大学総長。CSTI・中央教育審議会・産業構造審議会の合同会合）

・産構審教育イノベーション小委員会からは木村健太委員、（産構審・中教審の併任委員である）今村久美委員・

岩本悠委員・中島さち子委員が参画中。

２．9月1日発足のデジタル庁を中心とした、「教育DX」の省庁融合検討体制の発足

・まず、文部科学省・経済産業省・総務省のGIGAスクール関係管理職を全員、デジタル庁参事官に併任
・「同じ一枚の絵」としてのアーキテクチャ設計に取り組み、年末にロードマップを整理。
・「同じ一枚の絵」実現の「宿題」を各省に持ち帰り、再び持ち寄るワンチームに（タテ割り×ヨコ割り）
・内閣府CSTI、個人情報保護委員会事務局も交えた会合も含め、政府一体の検討体制に移行。

３．産構審教育イノベーション小委員会は、１.２との相互提言の関係に

・デジタル庁定期会合でも、当委員会の森田座長からのプレゼンをいただく日程を調整中
・内閣府CSTIには、上記２の通り委員が参画中（CSTI事務局も当小委員会に随時オブザーバー参加）

7月以降の政府内での教育
政策の動き
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本委員会での問題意識と議論の前提【再確認】

 産業構造と教育：
明治から大正・昭和・平成の改革を経て、
令和の「４度目の正直」へ

 新学習指導要領の「主体的・対話的で深い
学び」が本当に実現するために

 経済産業省「未来の教室」実証事業の
始まりから、1人１台端末配備「GIGA
スクール構想」まで

 DX・第４次産業革命の世紀を生きる・担う
子達にとっての、10代の学び

問題意識 議論の前提

1. 「学習者中心」の視点で学習環境を設計
する

2. 一人ひとりの潜在能力が花開くための「学習・
仕事・福祉」の一体化を重視する

3. あらゆる「二項対立」を排する

4. 学校は「社会の映し鑑」だが「社会の前衛
（最先端）」を担う場でもあると捉える

5. 「特例」を特例に終わらせず、「普遍」に
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学びの自律化・個別最適化WGの今後の進め方

 2022年度の中間とりまとめに向け、４回程度のWGを実施

–各WGでは、議論する論点を絞り込み、深く議論

– 各WGを4回ずつ実施した後、「教育DX」をテーマとした小委員会を開催

 現状、学びの自律化・個別最適化WGの論点としては以下を想定

WG#2 学校の組織・環境の再設計

学校を高信頼性組織に近づける

学校空間の学習環境を再設計する

WG#3, 4 学習者視点で「個別学習計画と学習ログ」に基づく、パーソナルトレーニングを確立する

必要な学習ログの種類や粒度

標準授業時数の見直し

必要となる人員の種類や規模

教育DX時代の”原資”の調達

WG#5 「場の選択肢」の拡充：オルタナティブスクールを「新しい学校」にするための制度改革
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本日の主な議論事項

学校の組織・環境の再設計

１．学校を「高信頼性組織」に近づける

２．学校空間の学習環境を再設計する

• 「主体的・対話的で深い学び」を引き出せる学習環境の要件とは何か

• 場面に応じた４象限選択（ほどよい個別/集合×ほどよい対面/ネット）は可能か

• 「異才（ギフテッド）の生徒」「発達特性の強い生徒」が力を発揮する環境の要件とは何か

３．教育DXに向けた「アーキテクチャー」たたき台（次回議論への繋ぎ）
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1. 学校を「高信頼性組織」に近付ける（論点説明）

学校を「高信頼性組織」（心理的安全・知識共有・謙虚なリーダーシップ等）に近づける

1980年代に世界各地で続いた重大産業事故（化学・原子力・宇宙等）を踏まえ、事故
が社会に与える影響が大きく、普段から試行錯誤的な学習が許されず、様々なリスクを抱
える状況下にも関わらず、事故を未然に防ぐ事に成功している組織を「高信頼性組織
（High Reliability Organization）」と呼び、それを対象にした学際的な組織研究が誕生し
た。
この研究によれば、組織構造（明文規則・権限分掌のシステム）が複雑な場合、人間は

重要な情報を見逃し、解釈も不完全になり、対策が近視眼的になり、事故を起こす。この

ため、①組織目標がとてもシンプル（目的の合意ができている）、②目標の達成にむけた
手段選択が分権的に統制されているなどの組織文化で、組織構造の複雑さをオーバーライ
ドする必要があると指摘される。こうした観点から「一般的な学校」の姿を眺めると、ど
うだろうか。
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1. 学校を「高信頼性組織」に近付ける（主なご意見・議論のポイント）

主なご意見 議論のポイント

• 高信頼性組織研究は、原子力発電所事故などを背景に、事故を未然に
防ぐ組織の特性を研究したもので、組織を構造と文化に分けて分析する。
組織文化面では、目的を合意することで不確実性を縮減することが重要。
– 個人と社会のWell-beingを実現することが重要。
– 自律した生徒を育成することが目的。
– 各自の〈自由〉および社会における〈自由の相互承認〉の実質化。

• 高信頼性組織の組織文化は「研究し続ける文化」なのではないか。

• 「謙虚なリーダーシップ」が「心理的安全性」を高め、それが「知識の共有」を
媒介として、「メンバーの創造性」を高めるメカニズムが先行研究の示唆。
– 教育学研究でも分散型リーダーシップの有効性を示すエビデンスが多い
– 学校現場の教員の課題として、問題があったり、わからなかったりしたら、
組織で一緒に考える「お互い様」の組織風土がない。

– 必要に応じて、多様な人の力を借りられる、自分も誰かの力になれる
組織が高信頼性組織なのではないか。

– ルールメイカー育成プロジェクトにより、先生方の心理的安全性が担保
され、本音を気兼ねなく発言できるようになったことが見えてきた

– 子どもたちの資質・能力を育むために、安心・安全の土壌、対話の土壌
等の「学びの土壌」が重要であることがデータから示唆されている

• 心理的安全性を高める方法として、問題を本人と切り離す外在化、反芻で
はなく省察による反省を行うことなどが挙げられる。
– 学校では「生徒に問題があるのではないか」と問う習慣があり、外在化と
は逆の方向に向かうことが多いので注意が必要。

• 一方、学校組織は複雑になりすぎているので、組織構造をシンプルにすること
も重要。現状は、文科省 / 教育委員会から学校への細かい指示が多すぎる。
– 人事権と予算権を学校が持っていない点も問題。

• 学校が目指すべき「最上位目標」とはなにか。

• どうすれば学校に関わる全員（生徒も教員
も）が当事者意識を持ち、研究し続ける
文化を醸成できるか。

• 公教育のガバナンス構造をシンプルにする
ためにはどうすればよいか。
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2. 学校空間の学習環境を再設計する（論点説明）

学校空間の学習環境を再設計する

学習者が、自律的で個別最適なスタイルで学び、価値を生みだす創造性を育む学習環境を
作る視点で、「校舎・教室のカタチ」「コミュニケーションのスタイル」はどう変わりうる
か、それを全国各地に実現する上での障壁は何か。世界中に存在する様々な先例を土台に、
「未来の教室」の姿をイメージしてみる。

①「主体的・対話的で深い学び」を引き出せる学習環境の要件は何か

②場面に応じた４象限選択（ほどよい個別/集合×ほどよい対面/ネット）は可能か

個別/集合やネット/リアルかの２項対立ではなく、「個別/集合」×「ネット/リア
ル」の４象限で考えるべきではないか。
また、現在の「スクール形式」の教室の常識に囚われず、「個別」で集中することと、

「集合」して交流することのメリハリが利く空間設計は可能か

③「異才（ギフテッド）の生徒」「発達特性の強い生徒」が力を発揮できる空間をつくる
には

明蓬館高校SNEC、東京大学ROCKET、LITALICOのそれぞれの取組から読み取れること、
その普遍化を考えたい。
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2. 学校空間の学習環境を再設計する（主なご意見・議論のポイント）

主なご意見 議論のポイント

• 学習環境のデザインを検討する際は、ハードウェア（空間・建築）、ソフト
ウェア（活動・運営）、マインドウェア（共同体・心持ち）の相互作用を
念頭におくべき。

• よき学習環境のデザイン原則は、空間・活動・共同体に加えて、持続可能性
を考慮することで、「道具」や「デザイナー」の観点からも導出できる。

• モノづくりを通して学ぶためには、「可視性」（お互いの活動が互いに見える
こと）が担保される学習環境をつくること重要。

• 学校図書館を「知の拠点」にすれば、子どもたちが考えるための知識や経験
を蓄積でき、また学び・探究の成果物をポートフォリオとして蓄積できる。

• 学習環境を設計する際は、「多様性と混在」が重要
– 多様な人 / 空間 / 文化 / 学びと出会い、多世代 / デジタルとアナログが
混在する学習環境で、深い学びが可能となる。

• 合わせて、 「インクルーシブ」や「ユニバーサル」の観点も重要。
– 障害の有無や国籍、性別を超え、「できる・できない」で分けない。
– 通常の教育のそのものを多様な子どもたちがいることを前提に再構築する
ことが重要。

• 学習者の学びの特徴（認知特性、思考スタイル、興味関心等）を把握
し、適切な学習環境とのマッチング機会を増やすことが重要。
– 認知特性や過敏性が把握できるアセスメントが早期で必要。
– 学習環境のIoT化（デバイス等で光や音を調節等）も重要。

• 「異才（ギフテッド）の生徒」や「発達特性の強い生徒」は、感覚過敏や
強いこだわりへの固執、興味の拡散・限局といった特徴を持つ。そのため、
それぞれの興味の特性や認知の特性にあわせた活動が用意され、多様な
コミュニケーション媒体を使える環境をデザインすることが重要。

• 「未来の教室」が備えるべきハードウェア・
ソフトウェア・マインドウェアとは具体的には
どのようなものか。
– 現在の「学校」が変わらなければならない

点はどこか。
– 「未来の教室」を実現するためには、

どのような政策的・制度的措置が必要か。

• 場面に応じた４象限選択（ほどよい個別/
集合×ほどよい対面/ネット）を実現するため
には何が必要か。

• 認知特性・学び方の嗜好性に配慮した学習
環境の実現に向けて、どのようなハードルを
超える必要があるか。
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⽂房具
（ プラット

フォーム）

Goog le W orkspace （ この中学はこれを使⽤） Microsoft O365 （ 進学したい⾼校はこれを使⽤）

居場所はあちこち。１ ⼈N台デジタル機器。転校・進学してもデータ互換性がある学習プラットフォームが⼟台に。

スケジュール
午前２ コマ（ ⾃習）
午後１ コマ（ 協働）

週3⽇は学校
週2⽇は⾃宅と図書館

半年は「旅する学校」
半年は「在籍校」 • • •

居場所 図書館 教室 ⾃宅
近くの
企業

「旅する学校」

提携校

近くの
農場や漁
場

近くの⼤
学のラボ

オルタナティブ
スクール

パソコン スマホ ノートとペン

Ed Tech
教材(例)

デジタル教科書AQubena

すらら STEAMライブラリ

Life is Tech  

Lesson

スタディサプリ

葉⼀さんYouTube

「学習指導要領コード」「単元コード」が全てのEd Techに振られ、探究と教科も紐付き「いいとこ取りの組合せ」の学習計画に

学習管理
システム( LM S)

C社のLMS （ 個⼈の学習計画・学習ログ） D社のLMS（ 個⼈の学習計画・学習ログ）

STEAMでホンモノ

な探究課題(例)
アスリートの科学 美味い料理の科学 コロナウイルスと現象数理 校則と法律と憲法ハマるゲーム作り

指導者
・⽀援者

理科・STEAM
F先⽣

キャリア
J先⽣

プログラミングHさ
ん

数学・STEAM
Eさん

⽣命科学
G先⽣

メディア報道
Dさん

⼦ども政策
I先⽣

⼤学⽣TA
Lさん

IT企業経営
Nさん

• • •NPO経営
Mさん

教職員定数と予算、教員免許制度、⼤学の教職課程も変わり、多様な職能の⼤量の指導者・⽀援者の「組合せ」に

5 0分刻みの時間割、標準授業時数、通信制・定時制・全⽇制区分など学校教育法令も変わり、「時間の有効活⽤」が進む

EdTechや専⾨家を頼れるってホント助かる

なあ。⽣徒⼀⼈ひとりの主体性も増してるし、

努⼒と強み弱みもよくわかる。なによりボク⾃

⾝に余裕ができて、⽣徒に個別に向き合いや
すくなるよね。

⾃分に合った教材、⾃分に合ったスケ

ジュール、好きなコーチ、居場所も選べてい

いな。近所や学校の中だけじゃなくて、オン

ラインの探究活動で新しい友達に出会える
と世界も広がるよ。

「未来の教室」の基本設計（ アーキテクチャー）
【オープン型・⽔平分業型のレイヤー構造】

〜中３ のAさんと担任のC先⽣の選んだ「組合せ」とデータ連携〜

居場

所

⽂房具

学習管理の⽅法

探究テーマ

教材

指導者・⽀援者

スケジュール

「今の学校」のシゴトの構造
【クローズド型・垂直統合型】

Aさん（ 中３ ） C先⽣（ 担任）

atam a
+

Eton X

デジタル教科書B

タブレットPC

NHKオンデマンド DMM英会話

45分・50分刻みの
時間割

DX

学校設置基準で規格化された校
舎内の、四⾓い教室の決められた

指定された席に、静かに座る。
常に集団⾏動が前提。

ノートと鉛筆、ペンすら禁⽌、「スマ
ホで検索」は論外。

年間指導計画・授業の指導案

「⼦どもらしい」探究課題だけ。タテ
割りの教科をヨコに編む知的経験

は滅多にない。

教科書と教科書準拠の副教材。

新卒から教師⼀筋の「同じ職能」
の先⽣がほとんど。職員室に多様

性がない。
⽣徒は先⽣を選べない。

45分/50分刻み・⼀⻫⼀律・⼤量
⽣産型の「時間割」。⽣徒は「時間

の使い⽅」を学べない。

• • •

• • •

投資家
Pさん

付箋

担任
C先⽣

建設会社

Oさん
メンタル
K先⽣

３．教育DXによる「未来の教室」のアーキテクチャー素案
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○○ ○ ○

M EXCBT
（ 学⼒診断）

デジタル

教科書

副教材の

Ed Tech

教員作成

教材

Aさん（ 中３ ） の学習ログと個別学習計画

（ 彼⼥のPD S: パーソナル・データ・ストア）

※⾃分の認知特性などの⾃⼰認識にも使う

学習塾やサード・プレイスと共有保護者と共有 学校と共有

8 4 6 1 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0

8 4 6 1 5 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0
0

8 4 6 1 5 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0

8 4 6 1 5 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0

8 4 6 1 5 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0
0

8 4 6 1 5 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0

8 4 6 1 5 0 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0

8 4 6 1 5 0 3 1 1 1 0 0 0 0 0 0

8 4 6 1 5 0 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0

理科 –科学と⼈間⽣活- 学習指導要領コード

8 4 6 1 5 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

0A社のEd Techの

講義動画

B社のEd Techの

演習問題

教員C作成の

演習問題

etc.. .

D社のデジタル教

科書の演習問題

あらゆるEdTech教材の、あらゆる動画や演習問題にも
「学習指導要領コード」「単元コード」が振られて「データ連携」され
るなら、様々な教材の「いいとこ取りの組合せ」が容易になる。
「学習ログに基づく評価」と「個別学習計画の更新」を⾏う上で、
⾃分の認知特性や家庭環境など重要な機微情報の扱いがカギ。

パーソナル・データ・ストア（ PDS） としての「学習ログと個別学習計画」
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タンザニアの未電化地域で
電化を考える

プラスチックごみと
海洋汚染を考える

活性汚泥の微⽣物と
排⽔浄化を考える

柴⽥く ん（ ⾼１ ） が
経産省STEAMライブラリーで⾒つけて
探究を始める「 ホンモノ の課題」

⾃分に合ったEd Techを選んで、必要な知識・技能を⼿にする

知識・
技能が
探究に
活きる

課題や「先⾏研究」を理解するために必要な教科例

物理 化学 数学 英語・国語 ⽣物 地理 公共

・ ・ ・

B

「ホンモノの課題に向かうSTEAM」と「お勉強」の循環も、「個別学習計画と学習ログ」がベース
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⽇本のイエナプランスクールの時間割

（ 茂来学園⼤⽇向⼩学校 HPより ）

時間の使い方も、学校教育法１条校であっても、本当は「自由自在」であること、
「四角い教室で、机の整列した状況」とも、「まっすぐ黒板に向かう場所」とも限らないということ
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参考）委員提出資料
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第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 苫野委員提出資料

議論の前提
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第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 苫野委員提出資料

議論の前提
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第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 末冨委員提出資料

議論の前提
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第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 末冨委員提出資料

議論の前提
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第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 末冨委員提出資料

議論の前提
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第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 末冨委員提出資料

議論の前提
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第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける



- 37 -

第二回WG事前提出資料 熊谷委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 工藤委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 工藤委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける



- 40 -

第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 苫野委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける



- 41 -

第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 苫野委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 今村委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 今村委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける



- 44 -

第二回WG事前提出資料 今村委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける



- 45 -

第二回WG事前提出資料 今村委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 今村委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 岩本委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける



- 48 -

第二回WG事前提出資料 岩本委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける



- 49 -

第二回WG事前提出資料 岩本委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける



- 50 -

第二回WG事前提出資料 岩本委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける



- 51 -

第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 末冨委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける



- 52 -

第二回WG事前提出資料 日野委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 日野委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 日野委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける
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第二回WG事前提出資料 日野委員提出資料

1. 学校を高信頼性組織に近づける



- 56 -

第二回WG事前提出資料 美馬委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する
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第二回WG事前提出資料 美馬委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する
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第二回WG事前提出資料 美馬委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 59 -

第二回WG事前提出資料 美馬委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 60 -

第二回WG事前提出資料 美馬委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 61 -

第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 美馬委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 62 -

第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 美馬委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 63 -

第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 美馬委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 64 -

第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 木村(政)委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する
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第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 木村(政)委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する
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第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 木村(政)委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する
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第二回WG事前提出資料 木村(政)委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する
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第二回WG事前提出資料 木村(政)委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 69 -

第二回WG事前提出資料 木村(政)委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 70 -

第二回WG事前提出資料 木村(政)委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 71 -

第二回WG事前提出資料 木村(政)委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 72 -

第二回WG事前提出資料 木村(政)委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 73 -

第二回WG事前提出資料 木村(政)委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 74 -

第二回WG事前提出資料 木村(政)委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する
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第二回WG事前提出資料 木村(政)委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 76 -

第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 野口委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する
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第二回WG事前提出資料 日野委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する
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第二回WG事前提出資料 日野委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 79 -

第一回 自律化・個別最適化WG (2021/07/01) 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 80 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 81 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 82 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 83 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 84 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 85 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 86 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 87 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 88 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 89 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 90 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 91 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 92 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 93 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 94 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 95 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する



- 96 -

第二回WG事前提出資料 福本委員提出資料

2. 学校空間の学習環境を再設計する


